
令和８年１月　記者懇談会 

 

令和 8 年 1 月５日 

 

 
鎌倉小学校での交流に向け、決意表明を行う児童　 

（12 月 17 日　一戸町小学生次世代育成派遣事業　結団式）  
 

１．トピックス 

(１)　『奥中山高原夢あかり』および『小鳥の谷の雪あかり』について 

(２)　『いちのへの蒸気展』について 

 

２．行事予定（１月・２月の行事・イベント等）



お問合せ：奥中山地区センター（0195－35－2111） 
小鳥谷地区センター（0195－34－2111）

 

『奥中山高原夢あかり』および『小鳥の谷の雪あかり』について 

こ と り

 

【奥中山高原夢あかり】 

　子どもたちが明かりをともした約 300 個の灯籠が、奥中山の街中を幻想的に彩ります。中山神

楽の演舞披露や花火の打ち上げも行われます。 

１．日　程　　１月９日（金）～11 日（日） 

２．場　所　　ＩＧＲ奥中山高原駅前および駅前通り 

３．主　催　　夢あかり実行委員会 

４．内　容　　⑴ 夢あかり点灯　９日（金）～11 日（日）16:00～20:00 

　　　　　　⑵ 開会セレモニー　10 日（土） 

　　　　　　　・『牛乳豚汁』振る舞いなど　15:00～17:00（奥中山高原駅前） 

　　　　　　　　・中山神楽演舞、お菓子まき　16:00～（奥中山高原駅前　駐車場） 

　　　　　　　　・雪見酒　16:30～20:00（地区センター　ホール） 

　　　　　　　・花火打ち上げ　17:30～（奥中山地区センター　駐車場） 

 

 

【小鳥の谷の雪あかり】 

　地域住民協力のもと作成した雪あかりで、小鳥谷の街を幻想的に照らします。小鳥谷診療所前

では甘酒・ココアのお振舞やおでんなどの販売が行われます。 

１．日　程　　１月 17日（土）～18 日（日） 

２．場　所　　小鳥谷診療所をはじめとする小鳥谷全域 

３．主　催　　小鳥谷地域づくりワークショップ 

４．内　容　　⑴ 雪あかりづくり　10 日（土）13:30～（小鳥谷駅前広場） 

⑵ 雪あかり点灯　17日（土）～18日（日）17:00～20:00（小鳥谷全域） 

　　　　　　　⑶ お振舞、飲食物販売　17 日（土）～18 日（日）17:00～（小鳥谷診療前） 

５．その他　　新企画『タクシーに乗って雪あかりめぐり』 

令和８年１月５日



夢あかり実行委員会　　　☎　0195-35-2112
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　　　　                        OKUNAKAYAMAKOGEN

　 　 　 奥 中 山 高 原

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 夢あかり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.9   ー  1.11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 イベントのおしらせ

 　　　 fri             　    sun   
  ● 　　 　　      ●　　　　金  　           　　         　  日

16：30　　　　 雪見酒(地区センター・ホール) 20：00終了予定

15：00　　 牛乳豚汁のお振舞い、お楽しみ縁日
　　　　　　　　　（奥中山高原駅前）17：00終了予定　

16：00　　  開会セレモニー（駅前駐車場）

　　　　　　　　　　  中山神楽の演舞とお菓子まき

17：３0　　　花火打ち上げ（地区センター駐車場）

※詳しくはチラシをご覧ください。
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　　　　                        OKUNAKAYAMAKOGEN

　 　 　 奥 中 山 高 原

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 夢あかり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.9   ー  1.11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 イベントのおしらせ

 　　　 fri             　    sun   
  ● 　　 　　      ●　　　　金  　           　　         　  日

今年も「夢あかり」を実施します！

　●各家庭に３日分のロウソクを配布します
　　　希望される方は地区センターまで取りに来てください

　●１６時頃から点灯してください
　　　通行の妨げや、火の取り扱いに注意してください

皆さんの参加をお待ちしております

16：30   　　　 雪見酒(地区センター・ホール) 20：00終了予定

15：00　　 牛乳豚汁のお振舞い、お楽しみ縁日
　　　　　　　　　（奥中山高原駅前）17：00終了予定　

16：00　　  開会セレモニー（駅前駐車場）
　　　　　　　　　　  中山神楽の演舞とお菓子まき

17：３0　　　花火打ち上げ（地区センター駐車場）

※詳しくはチラシをご覧ください。
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夢あかり実行委員会　　　☎　0195-35-2112
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期　　　日 

点灯時刻

会　　　場  

 
 
 
 
 
 
 
 
　　 
　 

今年で５回目を迎える「小鳥の谷の雪あかり」。今年もみなさんで雪あかりを

作って楽しみませんか。（雪あかりの参照例は裏面です。） 

 

　　　　　　　　 
 

 

 

☆設置に当たっては交通の妨げにならないようご注意ください。また、２０時には消灯

をお願いします。 

☆灯すローソクが必要な方は、小鳥谷地区センターに取りにいらしてください。４時間

灯り続けるローソクです。（家にあるローソクでも構いません。）　　　    

受取期間 1/13（火）～1/1７（土） 受取時間 ８：３０～１７：００ 

☆1０日（土） １３：３０から駅前広場にて雪あかりを制作します。見学や参加をお待ちし

ております。道具を貸し出します。 

☆１７日・１８日 18:00～19:00に甘酒とココア等のおふるまいが診療所前であります。　　　　　　　

☆グルメ販売コーナーもあります‼　（販売開始　１７：００） 

めがじゃ（初藤）・・・おでん等　 

東北フーズ・・・焼き鳥等　 

アトリエM・・・お菓子（17日のみ） 

 

 

 
⛄　SNS　＃小鳥谷 で「小鳥の谷の雪あかり」を盛り上げましょう。お願い

第５回



 

 

丸由タクシーに乗りながら、ゆっくり雪あかりを見て回りませんか？

ご乗車お待ちしております。 

 

１　日時　　　 １ 月 17日（土）　午後５時３０分～午後7時３０分 

２　所要時間　約３０分（タクシー１台で運行します。４人乗車で相乗りとなります。） 

３　コース 

➡ ➡ ➡ ➡　　診療所 中屋敷地区 仁昌寺地区 高屋敷地区 野里・野中地区 

➡ ➡小姓堂地区 診療所 

４　集合場所　診療所前 

５　費用　　　一人５００円 

＊当日ご持参ください。おつりが出ないようご協力をお願いいたします。 

６　申込方法　 

ご希望の方は、以下の①～④の時間帯から一つ選択し、申込先の番号に

お電話ください。先着１６名までとなります。また、ご希望の時間帯にならな

いこともありますので、ご承知おきください。 

①５時３０分～６時 ②６時～６時３０分 ③６時３０分～７時 ④７時～７時３０分 

（申込先） 090-2279-3856 （担当：家子美奈子） 

７　申込期間　令和７年１２月２６日～令和８年１月９日 

 

 

主催：小鳥谷地域づくりワークショップ　後援：小鳥谷地域振興会・小鳥谷地区センター　　　　　　

（お問い合わせ先）小鳥谷地区センタ－内　　☎０１９５－３４－３３１５



お問合せ：一戸町教育委員会（0195－33－4860）

 

『いちのへの蒸気展』について 

 

　一戸駅は、1893 年（明治 26 年）に日本鉄道の一ノ戸駅として開業。かつては一戸機関区が所在

し、蒸気機関車による運行の時代には、青森へ向かう下りの蒸気機関車が三重連結によって山越

えをする際、一戸駅で切り離し、一戸以北へは一輌で牽引して運行しました。 

その往年の蒸気機関車のパネル写真約 80 点と、関係資料（制服・制帽、石炭スコップ、乗車音

声等）を展示します。 

 

記 

 

１．日　程　　２月７日（土）　9:00～17:00 

８日（日）　9:00～15:00 

 

２．場　所　　ギャラリーアイーナ（いわて県民情報交流センター５階） 

 

３．その他　　展示品の一部を『いちのへの宝展』（２月 11 日、13 日～15日開催）でも展示しま

す。

令和８年１月５日





令和8年1月　行事予定表

日 曜  行事名等
取材
希望

資料 時間 開催場所 担当課・連絡先等 備考

1 木

2 金

3 土

4 日
軽米町・一戸町・九戸村中高生海外派遣事業
(～10日）

○ ○
アメリカ合衆国オレゴン州
ポートランド

学校教育課
0195-33-4860

結団式12/24　14：00
報告会2/2　一戸地区センター

5 月

6 火

7 水 一戸地区新年交賀会
17:30～
19:00

一戸地区センター　大会議
室

一戸地区センター
0195-33-4861

8 木

9 金 新年かきぞめ大会
9:50～
11:40

一戸町コミュニティセンター　
ホール

生涯学習・協働推進課
0195-33-4861

新年かきぞめ大会作品展示会（～1/18） ○ 11：40～
一戸町コミュニティセンター　
ロビー

いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

入場無料

奥中山高原夢あかり（～11日） ○ ○
16:00～
20:00

奥中山高原駅、駅前通り
夢あかり実行委員会
0195-35-2112

10 土 オレンジカフェさくらの会 ○
10:00～
12:00

一戸町コミュニティセンター
一戸町社会福祉協議会
0195-33-3385

としょかん映画会 10:30～
一戸町コミュニティセンター
ホール

一戸町立図書館
0195-43-3555

幼児・児童向けの映画会。
上映作品：『ウォルト・ディズニー制
作の名作アニメ集!　うさぎとかめ
／子猫の武勇伝』

リーヴルシネマ 14：00～
一戸町コミュニティセンター
ホール

一戸町立図書館
0195-43-3555

一般向けの映画会。
上映作品：『オジさん、劇団始めま
した。』

11 日 絵画教室 9:00～
一戸町コミュニティセンター　
視聴覚室

いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料

いちのへスキー教室
10:00～
12:00

奥中山高原スキー場
生涯学習・協働推進課
0195-33-4861

対象：小学3年生以上の児童、一
般

12 月 地域おこし事業「ミズキ団子づくり」 ○ 10:30～
一戸町コミュニティセンター
ホール

一戸町立図書館
0195-43-3555

地域の伝統行事「ミズキ団子」の
体験。
協力：一戸町食生活改善推進協議
会

13 火
北桜高校CTA就職支援事業
パネルディスカッション

○ ○ 13：10～
岩手県立北桜高等学校　　
総合校舎

商工観光課
0195-33-4855

14 水
一戸町小学生次世代育成派遣事業
（～15日）

○ ○
横浜国立大学教育学部附属
鎌倉小学校ほか

学校教育課
0195-33-4860

結団式12/17　15：45～
報告会2/25　一戸地区センター

カラオケ倶楽部 13:00～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料

15 木

16 金 とことこおはなし会 10:45～
地域子育て支援センター
のびのび

一戸町立図書館
0195-43-3555

絵本の読み聞かせや手遊び
テーマ：「わいわい　ふゆだね」

17 土 小鳥の谷の雪あかり（～18日） ○ ○ 17:00～ 小鳥谷地区全域
小鳥谷地域づくりワーク
ショップ　
0195-34-3315

18 日 アクティブ・レッスン！運動遊び教室 ○
10:30～
11:30

一戸町コミュニティセンター
一戸町総合運動公園
0195-33-4444

19 月

20 火 北桜高校美術部・書道部合同展（～2/8） 〇 9:00～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

入場無料

21 水 北桜高等学校「工業校舎課題研究発表会」
12:45～
15:40

北桜高校工業校舎　視聴覚
室

北桜高等学校
0195-33-3042

童謡・唱歌を楽しむ会 13:30～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料

裏面に続く



22 木

23 金 北桜高等学校「総合学科全体発表会」
13:00～
15:00

一戸町コミュニティセンター
北桜高等学校
0195-33-3042

24 土
初心者向け歴史講座『地域めぐりしたくなる
歴史への扉』

〇 10:30～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料（要申込・定員50名）

横浜市物産展（～2/25）
11:00～
15:00

横浜ランドマークタワー（横
浜市）

政策企画課
0195-33-4851

一戸町ほか再エネ連携連絡会出展

25 日 絵画教室 9:00～
一戸町コミュニティセンター　
視聴覚室

いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料

26 月

27 火

28 水 カラオケ倶楽部 13:00～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料

29 木

30 金

31 土 奥中山高原スキー大会 9:40～ 奥中山高原スキー場
生涯学習・協働推進課
0195-33-4861



令和8年2月　行事予定表

日 曜  行事名等
取材
希望

資料 時間 開催場所 担当課・連絡先等 備考

1 日 こびとまちがいさがし 9:00～ 一戸町立図書館
一戸町立図書館
0195-43-3555

『こびとづかん』パネルのまちがい
さがし。関連本も展示。14日ま
で。

大西暢夫パネル展 9:00～ 一戸町立図書館
一戸町立図書館
0195-43-3555

絵本『ひき石と24丁のとうふ』な
どのパネル展。関連本も展示。14
日まで。

2 月 中高生海外派遣事業　報告会 14:00～ 一戸地区センター
学校教育課
0195-33-4860

3 火

4 水
まるっと里山プログラム『竹でつくる手提げカ
ゴ』

○
10:00～
16:00

御所野縄文博物館
御所野縄文博物館
0195-32-2652

5 木

6 金
まるっと里山プログラム『竹でつくる手提げカ
ゴ』

○
10:00～
15:00

御所野縄文博物館
御所野縄文博物館
0195-32-2652

7 土 いちのへの蒸気展(～8日） 〇 ○ 9:00～
ギャラリーアイーナ（いわて
県民情報交流センター）5階

一戸町教育委員会
0195-33-4860

7日：17:00まで
8日：15:00まで

としょかん映画会×おはなしボランティアおは
なし会

10:30～
一戸町コミュニティセンター　
ホール

一戸町立図書館
0195-43-3555

映画の上映と、おはなしボラン
ティアによるおはなし会。

8 日 絵画教室 9:00～
一戸町コミュニティセンター　
視聴覚室

いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料

アクティブ・レッスン！運動遊び教室 ○
10:30～
11:30

一戸町コミュニティセンター
一戸町総合運動公園
0195-33-4444

朗読会 14:00～
一戸町コミュニティセンター
会議室

一戸町立図書館
0195-43-3555

大人を対象とした朗読会。

9 月

10 火

11 水 いちのへの宝展 10:00～ 一戸町コミュニティセンター 一戸ユネスコ協会

カラオケ倶楽部 13:00～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料

12 木

13 金 いちのへの宝展（～15日） 10:00～ 一戸町コミュニティセンター 一戸ユネスコ協会

14 土 ボードゲームであそぼう！ 14:00～
一戸町コミュニティセンター
会議室

一戸町立図書館
0195-43-3555

ボードゲームの体験会。

15 日

16 月

17 火

18 水 童謡・唱歌を楽しむ会 13:30～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料

19 木

20 金 とことこおはなし会 10:45～
地域子育て支援センター
のびのび

一戸町立図書館
0195-43-3555

絵本の読み聞かせや手遊び
テーマ：「すきすき　どうぶつ」

21 土 御所野遺跡調査成果発表会
9:00～
17:00

御所野縄文博物館
世界遺産課
0195-32-2652

22 日 地域おこし協力隊活動報告会 〇
13：00～
16:30

一戸町コミュニティセンター 
ホール

政策企画課
0195-33-4851

絵画教室 9:00～
一戸町コミュニティセンター　
視聴覚室

いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料

23 月

裏面に続く



24 火

25 水 小学生次世代育成派遣事業 午後予定 一戸地区センター
学校教育課
0195-33-4860

カラオケ倶楽部 13:00～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料

26 木

27 金

28 土
初心者向け歴史講座『地域めぐりしたくなる
歴史への扉』

10:30～ 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

参加無料（要申込・定員50名）

29 日

30 月

31 火



ミッション 氏名 主な活動予定

公営塾の運営

小笠原　穣
穴久保　正浩
山舘　湧真
橋爪　聡子

・いちのへ英会話教室　ICHINOHE　ENGLISH　MONDAY
　1月19日、26日
　毎週月曜日（祝祭日除く）　19:30～/一戸町公営塾　

・土曜学習会　1月10日、24日、31日　
　　　　　　　　　 2月7日、14日、21日、28日
　　　　　　　　　 9：00～12：00

・ウィンタースクール　1月6～9日
　　　　　　　　　　　　　　14:00～16:00

・英語検定　1月17日

・スキー交流会　1月25日

・漢字検定　1月31日

・算数・数学検定　2月14日

観光振興支援
ロペス　ルアン　
セバスチャン

御所野遺跡での縄文里
山づくり

山本　翔太 ・調査成果発表会　2月21日

有害鳥獣被害対策 長井　佳代

・放任果樹伐採/庭・畑整備ワークショップ　1月25日

・いちのへの蒸気展　2月7日～8日

・南丹市視察　2月8日～10日

・鳥獣保護巡視員研修会　2月17日

・猟銃等講習会　2月19日

新商品開発 橋爪　顕子

・活動報告会　2月22日　13:00～16:30　
　　　　　　　　　 一戸町コミュニティセンター

地域おこし協力隊活動予定（1月）

共通

問い合わせ先：政策企画課　0195-33-4851（内線1213）



地区センター行事予定表

令和8年1月

日 曜 地区  行事名等 開始時刻 終了時刻 開催場所 団体名等 備考

7 水 一戸 一戸地区新年交賀会 17:30 19:00 一戸地区センター 一戸地区センター

9 金 奥中山 夢あかり（～11日） 16:00 20:00 奥中山高原駅、駅前通り 夢あかり実行委員会

17 土 小鳥谷 小鳥の谷の雪あかり（～18日） 17:00 小鳥谷地区
小鳥谷地域づくりワーク
ショップ

令和8年2月

日 曜 地区  行事名等 開始時刻 終了時刻 開催場所 団体名等 備考

14 土 鳥海 鳥海地区大志を抱く会 13:00 鳥海地区センター
鳥海地区振興会
鳥海地区センター

対象生徒6名

問い合わせ先

・一戸地区センター　　☎０１９５－３３－４８６１　　（一戸町高善寺字大川鉢２４－９）
・鳥海地区センター　　☎０１９５－３３－１２０４　　（一戸町中里字中前田１５）
・小鳥谷地区センター　☎０１９５－３４－２１１１　　（一戸町小鳥谷字中屋敷上１２－４）
・奥中山地区センター　☎０１９５－３５－２１１１　　（一戸町中山字大塚８２－２）













第 1回一戸町立図書館読書標語・図書館ポスターコンクール募集要項 

 

【趣旨】 

標語・ポスターを通じて、多くの方に読書の楽しさや大切さ、図書館への興味・関心を高めていただくととも

に、一戸町立図書館に足を運んでもらうきっかけになることを目的とします。大賞作品は、図書館内外での

掲示や広報活動に活用し、地域全体で読書文化をはぐくむ機会とします。 

 

【対象】 

一戸町立図書館利用者登録されている方、一戸町在住もしくは一戸町内に通勤・通学している方 

 

【募集部門】 

読書標語の部/図書館ポスターの部 

 

【応募規定】 

読書標語・図書館ポスターともに下記の内容に合うものとする。 

ア．分かりやすく親しみやすい内容のもの 

イ．一戸町立図書館または図書館へ行きたくなる、読書の楽しさを伝える内容 

ウ．図書館の利用促進に繋がる内容 

応募規定 

読書標語

の部 

①応募は１人１作品、応募者が創作した未発表のオリジナル作品。 

  AIの使用は不可。 

②個人で応募する場合は、応募用紙（個人）に標語と必要事項 

（住所・氏名・年齢・職業）を記入する。 

③団体で申し込む場合は、応募用紙（学校・団体・施設など）に 

とりまとめ団体の詳細を記入し応募する方の標語と必要事項 

（学年・氏名）を記入する。 

④採用時のポスターサイズはＢ３短冊（182mm×515㎜） 

図書館 

ポスター 

の部 

①応募は１人１作品、応募者が創作した手描きの未発表のオリジナル 

作品。 AIの使用は不可。 

②募集内容を踏まえた一言を必ず入れること。 

③画用紙八つ切り（272㎜×393㎜）または、A3サイズの画用紙 

縦向き。採用時のポスターサイズはＢ３（364mm×515mm）。 

画材は自由、手描きのみとする。 

立体、半立体の作品は応募不可 

④著作権を侵害する恐れのある作品は選考対象外とする。 

⑤応募作品は入賞作品展示期間終了後返却する。 

【応募方法】 

「一戸町立図書館読書標語・図書館ポスターコンクール応募用紙」に記入のうえ、直接カウンターまたは郵

送にてご応募ください。 

○応募先  〒028-5312 一戸町一戸字砂森 117-2 

一戸町立図書館 「一戸町立図書館読書標語・図書館ポスターコンクール」担当 まで 

 



【募集期間】 

令和７年 12月 2日（火）～令和８年 1月 25日（日）※必着 

 

【コンクール審査・各賞および賞品】 

・審査員：一戸町文化協会会員 

・各部門：大  賞……  １点  賞状、副賞（図書カード 10,000円） 

優秀賞……  ５点  賞状、副賞（図書カード  1,000円） 

入  選……10点  賞状、副賞（図書カード    500円） 

※応募者全員に参加賞があります。 

 

【入選発表・作品公開】 

・令和８年２月上旬、図書館ホームページにて公表。本人あてに電話またはメールにて連絡します。 

・学校等を通じて応募された場合は、所属団体へ通知します。 

・入賞作品は２月上旬～2月 28日（土）まで図書館内にて展示します。 

 ※公表には作品とともに所属・氏名を公開します。 

・各部門大賞作品は、図書館内外においてポスターとして掲示・展示します。 

（期間：令和８年 4月 1日～令和９年３月３１日まで）※ポスターに所属・氏名を明記します。 

また、広報活動（ホームページ・SNS・印刷物等）に使用する場合がありますので、あらかじめご了承くだ

さい。 

 

【確認事項】 

・下記「著作権に関する同意事項」「個人情報の取り扱いに関する同意事項」を必ず読み、「一戸町立 

図書館読書標語・ポスターコンクール応募用紙」にある許諾欄にチェックをお願いいたします。 

 

【著作権に関する同意事項】 

１．応募作品の著作権は応募者に帰属しますが、一戸町立図書館は、広報・展示・Web掲載など、 

当コンクールの運営および関連する活動において、無償で作品を使用・編集・公開する権利を 

有するものとします。 

２．大賞作品はポスターに使用し町内各所に配布・掲示します。（掲示期間：令和８年度中）。 

 

【個人情報の取り扱いに関する同意事項】 

1.応募に際して提供する氏名、住所、連絡先、学校名・学年等の個人情報は、本コンクールの運営 

（審査、入賞通知、作品展示、広報等）に必要な範囲で使用します。 

2.入賞作品は、氏名・学校名・学年等を作品とともに公開・掲示します。 

3.提供された個人情報は主催者が適切に管理し、目的外の利用および第三者への提供は行いま 

せん。 

 

【主催】 一戸町立図書館（指定管理者：特定非営利活動法人いちのへ文化・芸術ＮＰＯ） 

 

【後援】 一戸町教育委員会、一戸町文化協会 

 

【お問い合わせ】 一戸町立図書館（指定管理者：特定非営利活動法人いちのへ文化・芸術ＮＰＯ） 

電話 ： 0195-43-3555   ／   メール ： lib.ichinohe@ichi-culture.jp 



一戸町立図書館読書標語・ポスターコンクール応募用紙（個人） 

お名前 

ふりがな 

年  齢 

歳 

 

ご住所 

〒      ―        

 

 

町外にお住まいの方は次のいずれかに○をつけてください。 

1.一戸町内の企業に通勤  2．一戸町内の学校へ通学 

電話番号 －              － 

学校・学年 
※児童・生徒の場合 

 

 

小学校・中学校・高校・大学・その他（           ）    ／         年 

応募部門 

 

※応募する部門 

の□にチェック

✓をしてください。 

□読書標語の部  

標語（作品をひとつだけ書いてください） 

 

 

 

 

作品の説明 

                                                                

                                                                

                                                                

                                                                

                                                                

□ポスターの部 

作品の説明 

                                                                

                                                                

                                                                

                                                                

                                                                

同意事項 

募集要項の【確認事項】を読み、コンクールに応募するにあたり下記について確

認し同意いただける場合は、□にチェックをお願いします。 

 

□応募作品の著作権に関する同意事項について確認し同意いたします。 

□個人情報の取り扱いに関する同意事項について確認し同意いたします。 

 



一戸町立図書館読書標語・ポスターコンクール集計用紙（団体） 

※団体で取りまとめて応募する場合は、下記集計用紙に記入をお願いします。 

 

  

団 体 名 

 

電 話 番 号 
 

担 当 者 名 

 

応募作品数 

読書標語の部 

            作品 

図書館ポスターの部 

            作品 

同 意 事 項 

募集要項の【確認事項】を読み、コンクールに応募するにあたり下記について確

認し同意いただける場合は、□にチェックをお願いします。 

 

□応募作品の著作権に関する同意事項について確認し同意いたします。 

 

□個人情報の取り扱いに関する同意事項について確認し同意いたします。 

 

※確認いただいた内容は、応募者全てに適応されます。 



一戸町立図書館読書標語・図書館ポスターコンクール応募用紙（団体用） 

団体名  

ふりがな  

学年組      年     組 
名   前  

応募部門 

※応募する部門 

の□にチェック

✓をしてください。 

□読書標語の部  

標語（作品をひとつだけ書いてください） 

 

 

 

 

作品の説明 

                                                                

                                                                

                                                                

                                                                

□図書館ポスターの部 

作品の説明 

                                                                

                                                                

                                                                

                                                               

※図書館ポスター部へ応募する方は、ポスターの裏にえんぴつで名前を書いてください。 
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な

ど
が

見
ど

こ
ろ

で
す

。
鳥

が
さ

え
ず

り
、

集
落

の
ま

わ
り

に
ト

チ
ノ

キ
、

ク
ル

ミ
、

ク
リ

、
ウ

ル
シ

、
コ

ナ
ラ

な
ど

が
生

育
す

る
風

景
は

ま
さ

に
縄

文
の

世
界

で
す

。
20

21
年

、
御

所
野

遺
跡

を
含

む
「

北
海

道
・

北
東

北
の

縄
文

遺
跡

群
」

は
世

界
遺

産
に

登
録

さ
れ

ま
し

た
。

（
写

真
は

9
西

ム
ラ

）

（
写

真
は

発
掘

当
時

）

ガ
ラ

ス
張

り
の

床
下

に
約

42
00

年
前

の
焼

け
た

竪
穴

建
物

跡
が

見
つ

か
っ

た
よ

う
す

を
紹

介
し

て
い

ま
す

。

「
縄

文
里

山
づ

くり
」

を
進

め
て

い
る

森
で

す
。

ク
リ

や
コ

ナ
ラ

な
ど

の
落

葉
広

葉
樹

の
植

樹
も

行
っ

て
い

ま
す

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
シ

ョ
ン

マ
ッ

ピ
ン

グ
で

御
所

野
に

生
き

た
縄

文
人

の
季

節
ご

と
の

生
活

を
展

示
室

全
体

に
映

し
出

し
紹

介
し

ま
す

。

蒔
前

遺
跡

と
山

井
遺

跡
か

ら
出

土
し

た
土

器
な

ど
を

展
示

し
て

い
ま

す
。

重
要

文
化

財
の

鼻
曲

り
土

面
も

展
示

し
て

い
ま

す
。

第
1

展
示

室

駐
車

場
と

公
園

を
結

ぶ
屋

根
付

き
の

歩
道

橋
で

す
。

縄
文

の
世

界
へ

と
導

く
「

タ
イ

ム
ト

ン
ネ

ル
」

で
も

あ
り

ま
す

。

き
き

き
の

つ
り

は
し

縄
文

の
森

御
所

野
遺

跡
で

は
80

0
棟

を
超

え
る

竪
穴

建
物

跡
が

見
つ

か
っ

て
い

ま
す

。
全

国
の

縄
文

時
代

の
遺

跡
で

は
初

め
て

、
竪

穴
建

物
の

屋
根

に
土

が
の

っ
て

い
た

こ
と

が
わ

か
り

ま
し

た
。

東
ム

ラ
、中

央
ム

ラ
、

西
ム

ラ
に

あ
る

復
元

し
た

竪
穴

建
物

は
発

掘
調

査
の

成
果

に
基

づ
き

、
建

物
の

大
き

さ
、

柱
の

位
置

、
柱

の
太

さ
な

ど
を

正
確

に
復

元
し

て
い

ま
す

。

竪
穴

建
物

（
復

元
）

盛
土

遺
構

は
広

範
囲

に
削

平
さ

れ
た

場
所

に
つ

く
ら

れ
、

削
ら

れ
た

土
は

南
側

に
高

く
盛

ら
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
南

側
の

一
段

と
高

い
場

所
は

盛
土

遺
構

と
呼

ば
れ

て
い

ま
す

。

盛
土

遺
構

竪
穴

建
物

の
屋

根
に

土
が

の
っ

て
い

た
こ

と
を

検
証

す
る

た
め

、
実

験
的

に
建

物
を

復
元

し
、

経
過

を
観

察
し

て
か

ら
2

年
後

に
建

物
を

燃
や

す
実

験
を

行
い

ま
し

た
。

焼
失

実
験

跡

第
2

展
示

室
第

3
展

示
室

G
O

S
H

O
N

O
 J

O
M

O
N

 P
R

O
G

R
A

M
20

25
.1

0-
20

26
.3

G
O

S
H

O
N

O
 J

O
M

O
N

 S
IT

E
御
所
野
縄
文
公
園

配
石

遺
構

色
々

な
形

に
石

が
組

ま
れ

、
大

き
な

輪
の

よ
う

に
広

が
っ

て
い

ま
す

。
組

石
周

辺
で

は
墓

穴
と

考
え

ら
れ

る
穴

が
見

つ
か

っ
て

い
ま

す
。

配
石

遺
構

の
外

側
に

は
掘

立
柱

建
物

を
復

元
し

て
い

ま
す

。

※
有

料
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

博
物

館
１

階
窓

口
で

受
付

を
お

願
い

し
ま

す
。

御
所

野
遺

跡
を

は
じ

め
、

縄
文

文
化

や
一

戸
町

の
歴

史
や

文
化

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

博
物

館
で

す
。

御
所

野
縄

文
博

物
館

●
予

約
開

始
日

の
午

前
9

時
か

ら
受

付
し

ま
す

。
お

申
込

み
の

際
に

、
参

加
者

の
お

名
前

、
ご

住
所

、
電

話
番

号
を

お
伝

え
く

だ
さ

い
。

●
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
御

所
野

縄
文

博
物

館
へ

お
電

話
で

お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
。（

電
話

：
01

95
-3

2-
26

52
）

申
し

込
み

方
法

展
示

室
で

縄
文

を
学

べ
る

！

2 1 3
954

7

68

き
き

き
の

つ
り

は
し

1

御
所

野
縄

文
博

物
館

2

縄
文

の
森

3

東
ム

ラ
4

中
央

ム
ラ

5

配
石

遺
構

6

盛
土

遺
構

7

焼
失

実
験

跡
8

西
ム

ラ
9

鼻 曲 り 土 面

世 界 遺 産 ・ 御 所 野 遺 跡

ご し ょ の de ま な び プ ロ グ ラ ム



土
笛
づ
く
り

遺
跡

か
ら

み
つ

か
っ

た
粘

土
を

使
っ

て
音

の
鳴

る
笛

を
作

り
ま

す
。

料
金

 4
00

円
　

対
象

 小
学

生
以

上
製
作
時
間

 約
40

分

勾
玉
づ
く
り

四
角

い
天

然
石

を
削

っ
て

勾
玉

の
ア

ク
セ

サ
リ

ー
を

作
り

ま
す

。
料
金

 5
00

円
　

対
象

 小
学

生
以

上
製
作
時
間

 約
1時

間

ミ
ニ
オ
カ
リ
ナ
に
絵
を
描
く

白
い

オ
カ

リ
ナ

に
自

由
に

絵
を

描
き

オ
リ

ジ
ナ

ル
の

オ
カ

リ
ナ

を
作

り
ま

す
。

料
金

 6
00

円
　
製
作
時
間

 約
30

分

組
み
ひ
も
づ
く
り

色
ひ

も
を

使
っ

て
ブ

レ
ス

レ
ッ

ト
を

作
り

ま
す

。
料
金

 3
00

円
　
製
作
時
間

 約
30

分

お
守
り
づ
く
り

凝
灰

岩
に

模
様

を
彫

り
オ

リ
ジ

ナ
ル

の
お

守
り

を
作

り
ま

す
。

料
金

 4
00

円
　

対
象

 小
学

4
年

生
以

上
製
作
時
間

 約
1時

間

対
象

 中
学

生
以

上
の

方
定

員
 5

名
参

加
料

 2
,0

00
円

申
込

締
切

日
 1

1
月

6
日

（
木

）
御

所
野

縄
文

博
物

館
へ

お
電

話
で

お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
。（

電
話

：
01

95
-3

2-
26

52
）

参
加

者
の

お
名

前
、

ご
住

所
、

電
話

番
号

を
お

伝
え

く
だ

さ
い

。

講
師

 柴
田

恵
さ

ん
対

象
 ２

日
間

と
も

参
加

で
き

る
竹

細
工

初
心

者
の

方
（

当
館

で
開

催
し

た
「

竹
で

つ
く

る
手

提
げ

　
　

　
　

　
　

カ
ゴ

」
に

参
加

し
た

こ
と

の
あ

る
方

や
、

竹
の

手
提

げ
カ

ゴ
を

作
っ

た
こ

と
が

あ
る

方
は

　
　

　
　

　
   

お
申

し
込

み
で

き
ま

せ
ん

）
定

員
 5

名
持

ち
物

 座
布

団
、

昼
食

用
の

お
弁

当
参

加
料

 6
,0

00
円

申
込

受
付

期
間

 1
2

月
2

日
（

火
）

〜
1

月
7

日
（

水
）

【
必

要
事

項
】

❶
「

竹
で

つ
く

る
手

提
げ

カ
ゴ

」
申

し
込

み
❷

氏
名

（
ふ

り
が

な
）

❸
郵

便
番

号
、

住
所

❹
普

段
連

絡
の

取
れ

る
電

話
番

号
【

注
意

事
項

】
·

往
復

は
が

き
1

枚
に

つ
き

1
名

ま
で

ご
応

募
で

き
ま

す
。

· 
1

人
が

複
数

枚
応

募
す

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

·
電

話
、

フ
ァ

ク
ス

、
e-

m
ai

l等
で

の
応

募
は

で
き

ま
せ

ん
。

·
応

募
者

多
数

の
場

合
は

抽
選

と
し

ま
す

。
当

選
に

つ
い

て
は

返
信

ハ
ガ

キ
の

発
送

を
も

っ
て

代
え

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

·
返

信
用

宛
名

に
ご

自
身

の
郵

便
番

号
、

住
所

、
氏

名
の

記
入

を
お

願
い

し
ま

す
。

往
復

は
が

き
の

記
入

方
法

サ
ク
ラ
の
落
ち
葉
染
め

竹
で
つ
く
る
手
提
げ
カ
ゴ

公
園

の
サ

ク
ラ

の
落

ち
葉

を
集

め
、

落
ち

葉
を

煮
出

し
て

綿
の

ス
ト

ー
ル

を
染

め
ま

す
。

ス
ト

ー
ル

は
輪

ゴ
ム

な
ど

で
絞

り
模

様
を

付
け

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

鳥
越

の
竹

細
工

で
知

ら
れ

る
ス

ズ
タ

ケ
を

使
っ

て
、

お
弁

当
が

入
る

サ
イ

ズ
の

手
提

げ
カ

ゴ
を

作
り

ま
す

。

11
月

9日
（

日
）9

:3
0

～
12

:0
0

2月
4日

（
水

）1
0:

00
～

16
:0

0（
昼

休
憩

1時
間

）
2月

6日
（

金
）1

0:
00

～
15

:0
0（

昼
休

憩
1時

間
）

SN
S

随
時

更
新

中
！

 
最

新
情

報
は

こ
こ

か
ら

チ
ェ

ッ
ク

！

ま
た

は

御
所

野
縄

文
公

園
検

索

X
In
st
ag
ra
m

F
ac
eb
oo
k

Y
ou
T
ub
e

Q
R

Q
R

Q
R

Q
R

て づ く り プ ロ グ ラ ム

土
器
づ
く
り

遺
跡

か
ら

み
つ

か
っ

た
粘

土
を

使
っ

て
縄

文
土

器
を

作
り

ま
す

。
料
金

 5
00

g
／

50
0

円
、

1k
g

／
1,

00
0

円
　

対
象

 小
学

4
年

生
以

上
製
作
時
間

 1
時

間
30

分
〜

樹
皮
の
花
カ
ゴ
づ
く
り

ク
ル

ミ
の

樹
皮

を
編

ん
で

小
さ

い
カ

ゴ
を

作
り

ま
す

。
料
金

 1
,0

00
円

　
対
象

 小
学

4
年

生
以

上
製
作
時
間

 約
1時

間

縄
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

シ
ナ

ノ
キ

の
繊

維
を

使
っ

て
縄

の
ス

ト
ラ

ッ
プ

を
作

り
ま

す
。

料
金

 6
00

円
　

対
象

 小
学

4
年

生
以

上
製
作
時
間

 約
30

分

縄
文
編
み
の
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り

縄
文

時
代

か
ら

の
編

み
方

で
コ

ー
ス

タ
ー

を
作

り
ま

す
。

料
金

 カ
ラ

フ
ル

な
麻

糸
コ

ー
ス

／
40

0
円

　
　

　
  繊

維
コ

ー
ス

／
80

0
円

　
対
象

 小
学

4
年

生
以

上
製
作
時
間

 約
1時

間
30

分

樹
皮
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

ク
ル

ミ
の

樹
皮

を
編

ん
で

ス
ト

ラ
ッ

プ
を

作
り

ま
す

。
料
金

 6
00

円
　

対
象

 小
学

生
以

上
製
作
時
間

 約
30

分

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
気

軽
に

も
の

づ
く

り
が

楽
し

め
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

す
。

縄
文

人
は

季
節

に
合

わ
せ

て
計

画
的

な
生

活
を

し
て

い
ま

し
た

。
御

所
野

縄
文

公
園

の
ま

わ
り

の
縄

文
里

山
を

活
用

し
て

、
縄

文
時

代
の

く
ら

し
や

も
の

づ
く

り
に

迫
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

す
。

●
団

体
で

て
づ

く
り

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

ご
希

望
の

場
合

は
、

希
望

日
の

1
か

月
前

ま
で

を
目

安
に

御
所

野
縄

文
博

物
館

へ
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。（

電
話

：
01

95
-3

2-
26

52
）

●
製

作
時

間
は

そ
れ

ぞ
れ

プ
ラ

ス
20

～
30

分
と

お
考

え
く

だ
さ

い
。

●
1

つ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

絞
る

こ
と

を
お

す
す

め
し

ま
す

が
、

最
大

2
つ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

ま
で

同
時

に
行

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。

※
平

日
に

て
づ

く
り

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

ご
希

望
の

方
は

、
1

週
間

前
ま

で
の

事
前

予
約

が
必

要
で

す
。

お
電

話（
01

95
-3

2-
26

52
）ま

た
は

予
約

フ
ォ

ー
ム

か
ら

お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
。

平
日

の
て

づ
くり

プ
ロ

グ
ラ

ム
予

約
フ

ォ
ー

ム

体
験

受
付

時
間

9:
30

〜
15

:0
0

縄
文

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

学
校

の
授

業
や

地
域

の
活

動
で

利
用

し
ま

せ
ん

か
？

御
所

野
遺

跡
の

見
学

に
合

わ
せ

て
、

て
づ

くり
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
体

験
す

る
こ

と
で

縄
文

文
化

へ
の

理
解

を
よ

り
深

め
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
博

物
館

の
ス

タ
ッ

フ
が

学
校

や
公

民
館

な
ど

へ
出

向
き

、
て

づ
くり

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

内
容

等
を

そ
の

場
で

ご
利

用
い

た
だ

け
る

出
前

授
業

・
出

前
体

験
も

行
っ

て
い

ま
す

。
通

常
の

て
づ

くり
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
他

に
も

学
校

で
の

授
業

内
容

に
合

わ
せ

て
、

御
所

野
遺

跡
に

関
す

る
講

話
や

調
査

活
動

の
サ

ポ
ー

ト
、

土
器

観
察

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

な
ど

も
行

っ
て

い
ま

す
。

希
望

日
の

1
か

月
前

ま
で

を
目

安
に

御
所

野
縄

文
博

物
館

（
01

95
-3

2-
26

52
）

へ
お

気
軽

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

団
体

で
利

用
さ

れ
る

方
へ

土
日

祝
日

は
予

約
な

し
で

体
験

で
き

る
！

保
育

園
「

親
子

で
土

器
づ

く
り

」　
2

時
間

程
度

小
学

校
「

樹
皮

の
ス

ト
ラ

ッ
プ

づ
く

り
」　

40
分

程
度

　
　

　
　

　
「

土
器

観
察

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
」　

1
時

間
30

分
程

度
中

学
校

「
縄

文
人

の
植

物
利

用
に

関
す

る
講

話
」　

1
時

間
程

度
　

　
　

　
　

「
正

月
飾

り
づ

く
り

」　
2

時
間

程
度

公
民

館
「

樹
皮

の
花

カ
ゴ

づ
く

り
」　

1
時

間
30

分
程

度

小
学

校
の

遠
足

一
般

の
団

体
9:

30

9:
20

9:
30

10
:4

5
11

:4
5

12
:3

0
13

:1
5

14
:0

0

9:
40

11
:1

0
11

:5
0

到
着

到
着

遺
跡

見
学

遺
跡

・
博

物
館

見
学

勾
玉

づ
く

り

樹
皮

の
ス

ト
ラ

ッ
プ

づ
く

り

昼
食

自
由

遊
び

博
物

館
見

学
出

発

出
発

土 器 と 土 笛 は 製 作 後 、 2 ヶ 月 ほ ど 乾 燥 さ せ て 焼 き 上 げ た 後 は が き で ご 連 絡 し ま す 。

御
所

野
縄

文
公

園
〒

02
8-

53
16

岩
手

県
二

戸
郡

一
戸

町
岩

舘
字

御
所

野
2

TE
L ：

01
95

- 3
2-

26
52

　
FA

X：
01

95
- 3

2-
29

92
開

園
時

間
：

午
前

9
時

〜
午

後
5

時
（

最
終

入
園

は
午

後
4

時
30

分
）

休
  園

  日
 ：

月
曜

日
（

月
曜

日
が

祝
日

の
場

合
そ

の
翌

日
）、

祝
日

の
翌

日
（

土
日

を
除

く
）、

年
末

年
始

入
  館

  料
：

一
般

30
0

円
［

25
0

円
］、

大
学

生
20

0
円

［
15

0
円

］、
高

校
生

以
下

無
料

※
［

　
］

の
中

は
20

人
以

上
の

団
体

料
金

「
ご

し
ょ

の
de

ま
な

び
プ

ロ
グ

ラ
ム

」、
「

ま
る

っ
と

里
山

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

の
開

催
日

時
が

変
更

と
な

っ
た

場
合

、
御

所
野

縄
文

公
園

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
て

お
知

ら
せ

い
た

し
ま

す
。

ht
tp

s:
//

go
sh

on
o-

is
ek

i.c
om

御
所

野
縄

文
公

園
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ

●
縄
文
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
利
用
例

●
遺
跡
見
学
に
合
わ
せ
て
縄
文
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
例

1 2

勾 玉 づ く り

講 話

土 器 づ く り

樹 皮 の 花 カ ゴ づ く り

出 張 体 験
出 張 体 験

縄 文 を 楽 し く

学 び ま し ょ う！

窯 焼 き コ ー ス

〈 4 〜 8 月 限
定 〉

〈 通 年 〉

野 焼
き コ ー
ス

往
復

は
が

き
に

下
記

の
必

要
事

項
を

ご
記

入
の

う
え

、
1

月
7

日
（

水
）

必
着

で
、「

御
所

野
縄

文
博

物
館

 縄
文

プ
ロ

グ
ラ

ム
担

当
宛

（
〒

02
8-

53
16

岩
手

県
二

戸
郡

一
戸

町
岩

舘
字

御
所

野
2）

」
に

郵
送

で
お

申
し

込
み

く
だ

さ
い

。

記
入

例

ま る っ と 里 山 プ ロ グ ラ ム
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ｙ
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コ
ミ
セ
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ｉｌ

場
所
：
一
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

持
ち
物
：
シ
ュ
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ズ
・
飲
み
物
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タ
オ
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イ
ベ
ン
ト
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時
間
：１
０
：
３
０
～
１
１：
３
０

参
加
料
：
一
人
１
回
３
０
０
Ｐ
ＥＩ

：
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ
●
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“
ｙ
：
　″
　
　
ｓ
　
　
　
　
　
＝

Ｊ

・ｆ

外

・
ご

ー
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イ ベ ン ト 同 時 開 催 ！

回
数
券
６
回
１
５
０
０
Ｆ
９



鳥
海

マ
ッ
プ

№
.3
3

 
 月

舘
 狼

久
保

　
金

神
様

 

鳥
海

地
区
新

年
交
賀

会
を
下

記
の
通

り
開
催
い

た
し
ま
す
。 

★
 新

年
の
新
し
い
ス
タ
ー

ト
を
鳥

海
地
区

住
民
の
皆

さ
ん
で
迎
え
ま
し
ょ
う
。
 

●
 開

催
日

時
　

 令
和

８
年

１
月

３
日

（
土

）
 　

１
３
:０

０
 ～

　
 
 

●
 場

所
・会

費
　

鳥
海

地
区

セ
ン
タ
ー
 
２
階

ホ
ー
ル
　

会
　
費
　

2
,0
0
0
 
円

 

　
　

●
 
申

込
先

　
 鳥

海
地

区
セ
ン
タ
ー

 （
電

 話
： 
3
3
-
12
0
4
）
 

◎
申
込

み
締

め
切

り
　

１２
月

1
9

日
（
金

）
　

 

※
　

多
く
の
方

々
の
ご

参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

第
2
2
回

「
大

志
を

抱
く

会
」

に
つ

い
て

 

　
対
象

者
６
名

を
迎
え
、
開

催
し
ま
す
。
 

●
 開

催
日

時
　

　
令

和
８
年

２
月

１
４
日

（
土

）
 　

１
３
:０

０
 ～

　
 
 

●
 場

　
　

所
　
　
鳥

海
地

区
セ
ン
タ
ー

 

令
和

７
年

１
２

月
１

２
日

 

第
４

２
９

号
 

発
行

 
鳥

海
地

区
セ

ン
タ

ー
 

　
中

里
字

中
前

田
１

５
 

℡
:3

3
-
1
2
0
4
　

今
後

の
主

な
行

事
予

定
 

1
2

月
1
8

日
（木

）　
 

・ミ
ニ

門
松

づ
く
り

教
室

 

時
 　

間
　

1
3
：
0
0
～

 

場
　
 所

　
鳥

海
地

区
セ

ン
タ

ー
 

参
加

費
　
6
0
0

円

鳥
海

地
区

振
興

会
　

役
員

会
開

催
 

１
１月

19
日

（
水

）
、
地

区
セ
ン
タ
ー

に
お
い

て
鳥

海
地

区
振
興

会
第

1
回

役
員
会

が
行
わ

れ
、
今

年
度

の
新

年
交
賀

会
と
大

志
を
抱
く
会

の
開

催
等
に
つ

い
て

協
議

さ
れ

ま
し
た
。

西
川

目
長

寿
大

学
校

始
ま

る
！

 

１１
月

１2
日

（
水

）
奥

中
山

高
原

温
泉

に
て

２
８
名

の
参

加
で

第
１回

目
が

お
こ

な
わ

れ
ま

し
た

。
講
師
に
若
純
会
の
若
柳
若
純
氏
を
迎
え
、
「
日
本
舞
踊
の
楽
し
み
方
」
と
い
う
こ
と
で
手

踊
り
で
し
た
が
日
本
舞
踊
の
手
習
い
始
め
を
体
験
し
ま
し
た
。
手
や
頭
の
動
作
で
感
情
を
表
し
、

足
さ
ば
き
を
つ
け
る
こ
と
で
感
情
表
現
が
豊
か
に
な
っ
て
い
く
日
本
舞
踊
の
奥
深
さ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

 

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
は
た
の
し
い
！

 

11
月

１９
日
（
水
）
旧
鳥
海

小
学
校

体
育
館

で
３
７
名
の
参
加
で

開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

回
を
重
ね
て
４
回
目
、
年
も
重
ね
体
力
に
不
安
を
覚
え
な
が
ら
も
少
人
数
で
気
軽
に
プ
レ
ー
で
き

る
の
で
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
珍
プ
レ
ー
好
プ
レ
ー
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

 



 

鳥
海
コ
ー
ス
　
最

終
回

　
「
ブ

ッ
シ

ュ
・
ド
・
ノ

エ
ル

作
り

」

１
２

月
３
日
（
水
）
鳥

海
地
区

セ
ン
タ

ー
に
て

講
師
に

道
合

卓
哉
氏
・
由

梨
氏
を

迎
え

、
２
４
名

の
参
加

で
「
ブ

ッ
シ
ュ
・
ド
・
ノ
エ
ル

作
り
」
を
体
験

し
ま
し

た
。
バ
タ
ー

を
使
っ

た
本
格

的
な
バ

タ
ー
ク

リ
ー
ム

の
作
り

方
を
指

導
し
て

い
た
だ

き
ま
し

た
。
分
量

と
温
度

に
気

を
つ
け

、
材

料
を
投

入
し
な

が
ら
ミ

キ
シ
ン

グ
、
次
第

に
で
き

あ
が
っ

て
い
く

ク
リ
ー

ム
に
で

き
た
と

い
う

達
成
感

に
あ
ふ

れ
て
い

ま
し
た

。
ス

ポ
ン
ジ

に
ぬ
り

ロ
ー
ル

に
巻
き

上
げ
、
飾
り

付
け
を

し
て
仕

上
げ
ま

し
た

。
生

ク
リ
ー

ム
主
流

の
現
在

で
す
が

、
小

さ
い
頃

食
べ
て

い
た
な

つ
か
し

い
味
だ

ね
と
口

々
に
話

さ
れ
て

い
ま
し

た
。

１
1
月
３
０

日
（
日

）
鳥
海
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

高
森
会

親
睦
旅

行
に
１

７
名
の

参
加
で
「
六
カ

所
原
燃

PR
セ

ン
タ
ー

」
（
六

ヶ
所
村

）
で
施

設
見
学

を
し
て

き
ま
し

た
。
展

望
ホ
ー

ル
か
ら

広
大
な

敷
地
に

点
在
す

る
施
設

が
見
ら

れ
る
の

で
す
が

と
て

も
遠
く

に
あ
り

、
そ
し
て

地
上
に

見
え
て

い
る
施

設
だ
け

で
な
く

地
下
に

も
多
く

の
施
設

が
あ
る

と
い

う
こ
と

で
し
た

。
近
隣
の

市
町
村

か
ら
１

万
人
が

働
き
に

来
て
い

る
そ
う

で
す

。
一

時
間
ほ

ど
の
説

明
を
受

け
、
高
度
な

技
術
で

低
レ
ベ

ル
放
射

性
廃
棄

物
埋
設

ま
で
の

操
業
が

な
さ
れ

、
分
厚

い
鉄
筋

コ
ン
ク

リ
ー
ト

の
壁
や

専
用
道

路
が
あ

っ
た
り

と
安
全

性
に
優

れ
た
施

設
で
あ

る
こ
と

が
わ
か

り
ま
し

た
。
そ
の
後

、
ス

パ
ハ
ウ

ス
「

ろ
っ
か

ぽ
っ
か

」
で
食

事
と
お

風
呂
で

く
つ
ろ

い
で
き

ま
し
た

。
 

「
原

燃
と

は
」

 

原
子

力
発
電

の
ウ
ラ

ン
燃
料

の
製
造

か
ら

、
発
電

、
使
用
済

燃
料
の

再
処
理

、
そ
し

て
放
射

性
廃
棄

物
の
管

理
を
含

め
た
一

連
の
流

れ
を
「

原
子

燃
料
サ

イ
ク
ル

」
と
い

い
ま
す

Ç
こ

の
ウ

ラ
ン

原
石

や
再

利
用
燃
料
か
ら
使
用
可
能
な

 

Å
ペ

レ
ッ

ト
が

作
ら

れ
る

ま

で
に

何
段

階
も

の
工

程
が

組

ま
れ
て
い
ま
し
た

地
下

の
パ

イ
プ

ラ
ン

を
通

っ
て

備
蓄

さ
れ

る

原
油

の
カ

ラ
フ

ル
な

タ

ン
ク

が
数

十
基

も
並

ん

で
い
ま
し
た

ペ
レ
ッ

ト
を
詰
め
た
燃
料
棒
の
集
合
体
で
す


